
裾野麗峰山の会報告書 

文＝小松  写真＝浜道・掛橋 

山行番 Ｎｏ．１６４０・第一春山合宿 

日  時 ２０１５．０４．２６（日）：三日目 

山  域 白馬乗鞍岳（２４３７ｍ） 

コース 民宿【はばうえ】出発７：３０＝ゴンドラリフト高原駅８：００～栂池ロープウェイ～栂池自然公

園駅８：４５－天狗原１０：２０－乗鞍岳１１：２０－天狗原１２：００－栂池自然公園駅１３：

００～栂池ロープウェイ～ゴンドラリフト高原駅１４：００＝入浴【若栗温泉】＝長泉２０：００ 

標高差  上り 栂池自然公園駅１８３０ｍ～白馬乗鞍岳２４５６ｍ＝約６２６ｍ 

下り                  〃 

参加者 L 後藤、小松、会計・浜道、掛橋 

 

 今年の春山合宿の三日間は普段の行いがたぶん良いであろう参加メンバーのため、終日とも全国

的に好天に恵まれた。帰宅後にゴワボロ醜いの雪焼け逆パンダになりました。ＵＶケアは忘れず

に！ 

 民宿【はばうえ】のご厚意による朝湯と美味しい朝食を済ませ、二日間の雪山疲労というウエア

を身に着け、頂いた行動食（自家製米のおにぎり 2 個）をザックに詰め込みお世話になった民宿【は

ばうえ】を後にした。 

７：４０にスキー客で賑う白馬栂池中央の無料駐車場に到着。８：０５に６人乗りゴンドラリフ

ト【イブ】4 名+１名で乗りスキー場内にて朝食中のカモシカに遭遇。上空にはリッチなスキー・

スノーボード客の移動用ヘリコプター（ゴンドラリフト中間の白樺駅～天狗原まで１．４万円 利

用客が多いらしく頻繁に飛んでいた）を見上げながら２０分で栂の森駅に到着。８：３０に栂大門

駅から７１人乗り栂池ロープウェイに約３０人ほどで乗合５分間で栂池高原駅から自然公園駅ま

での雪高原を見渡す空中散歩（栂池パノラマウェイ）を満喫して終点の自然公園駅（１，８３０ｍ）

に到着。 

ここで登山メンバー３名は、時間が掛かるためＣＬ（スキー）より先行で白馬乗鞍岳山頂を目指

し登山開始しました。暫らくしてビジターセンターの建物周辺に登山ルートのトレースを確認でき

ず散策ならがら登っていると、右側尾根の中腹よりＣＬからこちらから登るようにとの指示があり、

ＣＬと合流しました。 

アイゼン装着して登り始め暫らくするとＣＬが単独で下山していました。理由は不明でしたが行

動時間が違うため再度別行動となりました。登山メンバー3 名以外はスキー・スノーボードを持っ

ての登山者がほとんどで傾斜が約３０度のザラメ雪面をジグザグに登り１０：２０に天狗原（２，

１８０ｍ）に到着し小休止。後ろを振り返って見てもＣＬを確認できず。 

 広く平坦な天狗原から同じく傾斜が約３０度の広大なザラメ雪面をジグザグに登り１１：２０に

乗鞍岳の広く平坦なった場所（２，４３０ｍ）に到着したが、ピークが見当たら無く探していると

ハイマツの中でガサガサと何か動いたため確認すると、冬羽毛した雷鳥のつがいに遭遇、鶏冠の赤

い雄はハイマツの辺りを動き回り、雌はハイマツの中でじっとしているので別々にカメラを向けた。 

ピークが判らないまま北アルプスのパノラマを満喫しながら写真撮影しているとＣＬより今、天

狗原に居ると電話連絡が入り早速、乗鞍岳を後にした。このザラメ雪の状態ではガンガンと下れ１

２：００に天狗原に到着しＣＬと合流しました。今日は無風快晴で気温が高いのでまったりとした

ランチをとることができました。 

ＣＬの話では途中で下山したのはスキー前側のビンディングの調子が悪く、登山中に踏ん張ると 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栂池ロープウェイ                         栂の森 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

白馬乗鞍岳 

 

  

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         冬毛のライチョウ（雌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          夏毛の雄 

 

 

 

 

ビンディングが外れ、滑落して腕に擦り傷の負傷したとのこと。ゲレンデで遊びたいので、先行し

てスキー滑降の下山を開始しました。登山メンバーも栂池自然園駅に向け一気に下山、乗鞍から途

中滑走する人に遭遇することも無くアイゼンも役目を終え１３：００に復路のガラガラ栂池ロープ

ウェイに乗り込んだ。 

１３：１０に栂の森駅にてＣＬと合流しゴンドラリフト【イブ】にて２０分間、白馬の景色を名

残惜しみながら高原駅に向かい１４：００到着。昔温泉が赤かった若栗温泉（数年前から地質変動

にて透明）にて入浴。 

ソバとプラスアルファの定番メニューをこなして帰路につきました。安曇野ＩＣ～甲府南ＩＣ～

精進湖～富士宮ＩＣ～長泉ＩＣと渋滞に巻き込まれることも無く、無事帰宅できました。春山第一

合宿の三日間、満喫できた事に感謝です。 又、Ｈさん帰りの運転ご苦労さまでした。 

 

 

その他の記述（後藤） 

１． 若栗温泉は、土木関係の仕事をしていた写真のご主人が、一念発起してここで井戸を掘って温泉が     

出たとのこと。井戸は全部で三本掘った。一本掘るのに、一千万以上掛かったそうだ。 

２． 温泉の裏庭に「行者ニンニク」がニョコニョコ。聞けば作っているという。茎を採ると絶えてしまうの



で葉っぱを漬物にしているそうだ。それをビアの友に出してくれた。 

３． 若栗温泉は、一泊二食＝１０、０００－。宿泊は、なるべく「断っている」そうだ。（笑い） 

４． 宿の広間には池があり、鯉が泳いでいる。 

４．白乗で、番の「ライチョウ」を観察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  スキーの G 藤                     ババさま 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

井戸を掘ったご主人 

 

  

 


